





















































































































































































































































































































　　喜んでいる　 ・ まあまあ喜んでいる ・ あまり喜んでいない ・  喜んでいない
項目4　あなたにとって，「くろ」はどのような存在ですか？
　　家族　・友達　・ウサギ　・その他
96
　実験群としての本研究の対象学級の結果は，項目１
では，実践前は73.9％が「好き」と回答したが，実践
後には87.0％と13.1ポイントの上昇であった。また，
項目２では，実践前は87.0％が「必要」と回答し，実
践後には100％と，すべての児童がそのお世話の必要
性に気付くことができた。項目３では，実践前には
43.5％が「喜んでいる」と回答し，実践後には65.2％
で21.7ポイントの上昇であった。さらに，項目４「あ
なたにとって，『くろ』はどのような存在ですか？」
では，「家族」と回答した児童が実践前には13.0％で
あったが，実践後は30.4％と17.4ポイントも上昇していた。一方，「友達」と回答した児童は，実践前は52.2％から実
践後は69.6％であった。このように，本実践後において４つの項目のすべてにおいて，肯定的な回答の割合が増加した
ことが明確になっている。
　一方，統制群では，特に，項目４の質問に対して，「家族」と回答した者は，実践前と実践後ともに０％であり，そ
の変化をみとることはできない。同様に「友達」と回答した者の割合にも大きな変化はなく，実践前後で91.3％であっ
た。このように，実験群と統制群の比較において，特に，児童にとってのウサギの存在についての認識で大きな差異が
明らかになった。
　　①　シンキングツール（クラゲチャート）を活用することについて
　第１学年の児童では，その発達段階からも理由や根拠をもって表出することに困難さが伴う場面が多く見受けられる。
そこで，本研究では，個の思考を整理し促進し，また視覚化することで，話合い活動につなげる指導方法を工夫した。
実践中やその前後の児童の変容からもシンキングツール（クラゲチャート）を活用する有効性をみとることができた。
　　②　単元の中で「話合い」→「活動」→「振り返り（共有）」というサイクルを繰り返し行うことについて
　実践後にウサギの存在を「家族」と認識している児童が大きく増加した。このことは，＂よりウサギの立場に立って
考える＂ことができるようになった児童が増加したことを表している。このような効果は，①の有効性だけでなく，
「話合い」→「活動」→「振り返り（共有）」というサイクルを繰り返し行うことで得られた効果と考えられる。また，
このことは児童の変容からも確認することができた。学習活動の当初よりウサギに関心をもち，自ら進んで関わってい
たＡ児だけでなく，生活科の授業時間とウサギ当番の日にのみ，ウサギとかかわっていたＢ児も，今では休み時間を利
用してウサギの遊び場作りに没頭する姿が見られるようになってきている。
　⑵　課題
　課題としては，実践期間が十分とはいえず，研究対象とした話合い活動の回数も少ないことが挙げられる。第1学年
児童を対象に限られた実践場面でのシンキングツール（クラゲチャート）の活用や「話合い」→「活動」→「振り返り
（共有）」というサイクルを繰り返し行うことについては，その有効性が明らかになった。その一方で，ウサギの飼育
活動は今後も続いていくことから，単元全体を通した，これらの有効性を継続して検証していく必要がある。そのため
にも，今後さらに実践を積み重ねることで，第１学年の生活科「ウサギの飼育活動」におけるシンキングツールとサイ
クルといった指導方法の有効性をより明らかにするとともに，児童の変容を促すことで，動物の立場に立って考える子
供の育成に取り組んでいきたい。
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図２：実験群と統制群のウサギに対する認識の違い
